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分野別基本計画（案）〔総合計画掲載版〕  

４-１ 学校教育  

 

専門部会での主な意見と対応  

専門部会での主な意見   市の対応・基本計画への反映  

・ 地域と連携した教育・郷土愛の育成  

→  

✅  地 域 と 連 携 ・ 協 働 し た 教 育 を 推 進 す る と
と も に 、 地 域 資 源 を 活 用 し な が ら 、 ふ る
さ と へ の 誇 り や 愛 着 を 育 む 教 育 を 進 め て
まいります。    

学校運営協議会のあり方や、学校・地域・関係団
体の役割分担を整理し、連携を強化する必要があ
る。また、地域の歴史や文化を学ぶ機会を充実さ
せ、郷土愛を育むことが重要。 

 

・ 学力向上と学習環境の充実  

→  

✅  市 と し て も 、 学 力 向 上 は 重 要 課 題 と 認 識
し て お り 、 授 業 改 善 や 家 庭 学 習 の 定 着 に
加 え 、 デ ジ タ ル 技 術 を 適 切 に 活 用 し な が
ら 、 よ り 良 い 学 習 環 境 づ く り を 進 め て ま
いります。  

  
NRT偏差値の現状や家庭学習時間の低下、学習の
デジタル化による影響などについて懸念してい
る。 

 

・ 教育現場の支援体制強化  

 

✅  教 育 現 場 の 負 担 軽 減 と 支 援 体 制 の 充 実 を
図 り な が ら 、 持 続 可 能 な 教 育 環 境 づ く り
を進めます。  

  
特別支援教育への対応や介助員の確保、教員の働
き方改革、部活動の地域展開など、教育現場を支
える体制について検討が必要。 

 

・ 将来を見据えた教育環境づくり  

→  

✅  子 ど も た ち が 将 来 の 選 択 肢 を 広 げ 、 自 ら
考 え 行 動 で き る 力 を 育 め る よ う 、 時 代 の
変 化 に 対 応 し た 教 育 環 境 の 整 備 を 進 め て
まいります  

  
アントレプレナーシップ教育やキャリア教育、AI
活用など、社会の変化に対応した教育が必要。 

 

 

学校 教 育の 現 状・ 課 題 ▶ ▶ ▶  学校教育の“いま”  

1 ――― 現状 ――― 
全小中学校に学校運営協議会を設置しコミュニ
ティ・スクール事業に取り組んでいます。 
――― 根拠 ――― 
学校運営協議会設置校数 
R6:20 校、R7:20 校、R8:20 校 
――― 課題 ――― 
地域と学校が一体となった、特色ある学校づく
りや学習活動の充実を図る必要があります。 

→ 

 地域と連携した学校づくり  
学校運営協議会設置校数 
R6:20 校、R7:20 校、R8:20 校 

全小中学校に学校運営協議会を設置し、コミュ
ニティ・スクールの取組を進めています。今後
は、地域の人的・物的資源を活用しながら、学
校と地域が一体となった特色ある学習活動をさ
らに充実させる必要があります。 

2 ――― 現状 ――― 
小中学校への計画訪問等を通して授業改善に関する指
導・助言を行っています。また、GIGA スクール構想
を踏まえ、１人１台端末の更新と高速大容量ネットワ
ーク（校内ＬＡＮ）整備を実施しています。 
――― 根拠 ――― 
NRT 偏差値平均小６ 
R4:国語 51.3 算数 50.5 英語 50.1 
R5:国語 49.7 算数 51.9 英語 50.7 
R6:国語 51.1 算数 52.0 英語 50.8 
NRT 偏差値平均中３ 
R4:国語 48.3 数学 45.0 英語 46.3 
R5:国語 47.5 数学 43.9 英語 44.7 
R6:国語 46.8 数学 44.3 英語 45.2 
――― 課題 ――― 
デジタル学習基盤を活用した授業は広がりを見せてい
ますが、一方で学力の基礎・基本の定着にはまだ課題
が見られます。社会の変化を捉え家庭と連携しながら
確かな学力の育成に取り組んでいく必要があります。 

→ 

 確かな学力の育成  

NRT 偏差値平均 
[小６] 
R6:国語 51.1、算数 52.0、英語 50.8 
[中３] 
R6:国語 46.8、数学 44.3、英語 45.2 

授業改善や 1 人 1 台端末の活用など、デジ
タル学習基盤を生かした教育環境の整備が
進んでいます。一方で、基礎的・基本的な
学力の定着には課題が見られることから、
家庭と連携しながら確かな学力の育成に取
り組む必要があります。 

3 ――― 現状 ――― 
増加傾向にある不登校やいじめへの対応に取り
組んでいます。 
――― 根拠 ――― 
不登校発生率 
小学校：R4:0.84％、R5:1.82％、R6:1.55％ 
中学校：R4:7.04％、R5:6.46％、R6:7.24％ 
――― 課題 ――― 
多様な立場を理解し合う、共生社会に向けた人
権教育の推進が必要です。 

→ 

 不登校・いじめへの対応  
不登校発生率 
小学校 R4:0.84％➠R6:1.55％ 
中学校 R4:7.04％➠R6:7.24％ 

不登校やいじめへの対応に取り組んでいます
が、不登校発生率は依然として課題となってい
ます。子どもたちが安心して学校生活を送れる
よう、居場所づくりや絆づくりを進めるととも
に、多様な立場を理解し認め合う人権教育を推
進する必要があります。 

4 ――― 現状 ――― 
令和７年度をもって学校部活動は全て廃止となり、令
和８年度から地域クラブ活動に移行し、教員の働き方
改革に寄与しています。 
――― 根拠 ――― 
認定地域クラブ団体数 R8：26 団体 
――― 課題 ――― 
部活動の地域展開に伴い継続的な活動場所と指導者の
確保が必要であるほか、学校外での活動が増えること
による移動手段の確保や送迎の負担の軽減を考えてい
く必要があります。 

→ 

 部活動の地域展開  

認定地域クラブ団体数 R8:26 団体 

令和 8 年度から学校部活動が地域クラブ活動へ

移行し、教員の働き方改革にも寄与することが

期待されています。子どもたちが継続的に活動

できるよう、活動場所や指導者の確保、移動手

段や送迎負担への対応を検討する必要がありま

す。 

5 ――― 現状 ――― 
特別な支援を要する子どもが増えるなか、子どもたち
が安心して学ぶことのできる環境整備に取り組んでい
ます。 
――― 根拠 ――― 
支援が必要な児童・生徒の割合 
R5:9.9%、R6:9.9%、R7:10.5%、8:11.5% 
――― 課題 ――― 
介助員の適正な配置や、関係機関等と連携を図りなが
ら、個に応じた指導・支援に基づく環境づくりが必要
です。 

→ 

 誰もが安心して学べる環境づくり  

支援が必要な児童・生徒の割合 

R5:9.9％➠R8:11.5％ 

特別な支援を要する子どもの割合が増加してい

ることから、一人ひとりの状況に応じた支援が

求められています。介助員等の適正配置や関係

機関との連携により、誰もが安心して学べる環

境づくりを進める必要があります。 

6 ――― 現状 ――― 
市内 13 校が関わる小・中学校の学校統合に取り組ん
でいますが、児童生徒数の減少及び学校小規模化によ
る影響は更に顕著となってくることが想定されます。 
――― 根拠 ――― 
少子化により、一定の人数規模での環境が必要である
と考える。 
複式学級の解消。又は、可能な学校は一学年２学級規
模の維持 
――― 課題 ――― 
建築から年数を経た校舎等も多く、少子化が進む将来
を見据えた教育環境の在り方を、地域を交えて考えて
いく必要があります。 
 

→ 

 学校統合と教育環境の整備  

市内13校が関わる小・中学校の学校統合を

実施 

児童生徒数の減少や学校の小規模化が進む

中、学校統合に取り組んでいます。今後

も、子どもたちにとって望ましい学習環境

を確保するため、学校の適正規模や施設の

維持・改修について、地域を交えて検討す

る必要があります。 

7 ――― 現状 ――― 
年間の時間外在校時間等時間が 360 時間を超える職員は減
少傾向にあるものの依然として超えている職員がいます。
教職員一人一人が児童生徒と向き合う時間を確保できるよ
うにするとともにやりがいを持てるような職場環境づくり
に取り組んでいます。 
――― 根拠 ――― 
年間時間外在校等時間が 360 時間以内の教職員の割合 
小学校（R3:42.9％、R4:45.3％、R5:49.1％ 
R6:51.0％、R7:50.4％） 
中学校（R3:33.1％、R4:37.6％、R5:50.4％ 
R6:62.7％、R7:59.8％） 
――― 課題 ――― 
生徒指導上の諸課題への対応を始め、学校が対応しなけれ
ばならない課題がいっそう多様化、複雑化する中で、授業
以外の業務が依然として多くあるなど、教員の多忙化解消
が急務となっており、教員が一人一人の児童生徒とじっく
り向き合える時間を確保することが必要です。 

→ 

 教職員の多忙化解消  

年間 360 時間以内の教職員割合 

小学校 R3:42.9％➠R7:50.4％ 

中学校 R3:33.1％➠R7:59.8％ 

時間外在校等時間は改善傾向にあるもの

の、依然として長時間勤務の教職員がいま

す。生徒指導上の課題が多様化・複雑化す

る中、教員が児童生徒とじっくり向き合え

る時間を確保するため、業務量の適正化と

働きやすい職場環境づくりを進める必要が

あります。 
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主要 施 策  ▶ ▶ ▶  学校教育のチャレンジ  

1． 地域と連携・協働した教育の推進 

(1) 地域との連携を図り、コミュニティ・スクールと地域学校協働活動を一体的に進めます。 

(2) 
地域の人的・物的資源を活用した体験活動や地域課題について考える学習活動を通して、関係機関

との連携を深めながら、郷土愛を育む特色ある学習の充実に努めます。 

(3) 
防犯、交通安全、防災教室の実施など、地域や関係機関と連携した子どもたちの安全な環境づくり

を進めます。 

(4) 
架け橋プログラムの実践による幼保小の連携や小中学校間における情報共有等、緊密な連携に努

め、地域の教育機関を含めた学びの連続性を意識した教育を推進します。 

(5) 
自らの生き方を考え、進路や未来を切り拓くことのできる人材を育成するため、アントレプレナー

シップ教育の視点を踏まえた地域と連携したキャリア教育を推進します。 

2． 学ぶ意欲と確かな学力の育成 

(1) 
「主体的・対話的で深い学び」の視点から授業改善を進め、子どもたちの資質・能力の育成を図り

ます。 

(2) 
DX の進展を見据えた教育を行うため、デジタル学習基盤等を整備するとともに、多角的な視点に立

った活用を促します。 

(3) グローバル社会に対応した外国語教育や環境整備を推進します。 

(4) 家庭学習をはじめとする学習習慣の確立を図ります。 

3． 多様性を尊重する豊かな心と健やかな体の育成 

(1) 新たな不登校を生まない集団づくりのため、居場所づくり・絆づくりの取組を推進します。 

(2) 
教育支援センターと各校の連携を強化し、不登校傾向の子どもに寄り添った環境づくりを行いま

す。 

(3) 
多様な立場を理解し認め合う学習を進め、差別やいじめのない共生社会に向けた人権教育を推進し

ます。 

(4) 
体力、運動能力、運動習慣を把握、分析し、体力向上を図るとともに、家庭と連携した食育を推進

します。 

(5) 
児童生徒と向き合える時間を確保するため「村上市立学校の教職員に関する業務量管理・健康確保

措置実施計画」を踏まえ、教職員の年間時間外在校等時間の削減に努めます。 

4． 誰一人取り残されない安心して学べる環境づくりの推進 

(1) 
特別な支援を要する子どもの「個別の教育支援計画」を作成し、関係機関等と連携した教育活動を

進めるとともに、時代のニーズに合った子どもへの支援に努めます。 

(2) 子どもの個性を活かし、「個」に応じた学習を進めるため、介助員等の適正な配置に努めます。 

(3) 
就学援助事業や奨学金制度を継続し、誰もが等しく学び合うことのできる環境づくりを推進しま

す。 

5． 持続可能で望ましい教育環境の整備 

(1) 
児童生徒にとってより望ましい学習環境を目指し、本市の学校の適正規模や施設の維持・改修を検

討するため、教育環境の在り方について地域を交えて協議を進めます。 

(2) 

統合により、スクールバス等による通学時間が増えることが見込まれることから、負担を軽減する

ため効率的な運行を図ります。 

 

みんなでできること 

・家庭で子どもの生活習慣や学習習慣を整え、日々の学びを見守る 

・学校行事やコミュニティ・スクール、地域学校協働活動にできる範囲で参加する 

・地域の歴史・文化・仕事など、自分の知識や経験を子どもたちの学びに生かす 

・子どもの個性や多様な背景を認め、いじめや差別を許さない環境づくりに協力する 

・学校や地域クラブの活動を理解し、子どもが安全に参加できるよう支える 

 

成果 指 標 ▶ ▶ ▶  学校教育の目標  

項 目  現 状 値 （ R 7 ）  目 標 値 （ R 1 3 ）  

学 校 の 教 育 活 動 に 参 画 し た

団体・個人の延べ数  
2 2 , 0 0 0  3 0 , 0 0 0  

N R T 偏差値平均 小 6  
国語 4 8 . 4 ､算数 5 0 . 2 ､  

英語 4 8 . 7  

国語 5 1 . 0 ､算数 5 1 . 0 ､  

英語 5 1 . 0  

N R T 偏差値平均 中 3  
国語 4 7 . 6 ､数学 4 6 . 2 ､  

英語 4 5 . 6  

国語 4 8 . 0 ､数学 4 8 . 0 ､  

英語 4 8 . 0  

不 登 校 児 童 が 学 校 内 外 で 相

談・指導を受けた割合 

（小学校）9 4 . 6％  

（中学校）1 0 0％  

（小学校）毎年 9 0％以上 

（中学校）毎年 9 0％以上  

年間時間外在校等時間が 360

時間以内の教職員の割合 

（小学校）5 0 . 4％  

（中学校）5 9 . 8％  

（小学校）1 0 0％  

（中学校）1 0 0％  
 

関連する個別計画  

■村上市教育基本計画  

■村上市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画  

 

将来 像 ・政 策 方針  ▶ ▶ ▶  学校教育の将来像、市民の実感  

将 来 像  子どもたちを育む学校教育の充実したまち  

政 策 方 針  ・  
未来を担う子どもたちの学力の育成と健やかな体づくりに向け、少子化 や

多様化する教育ニーズに対応した質の高い教育を推進します。  

 ・  
就学援助や特別支援教育の充実のほか、望ましい教育環境の整備や通学 時

の安全確保など、誰もが安心して学べる環境づくりを推進します。  

市 ⺠ の 実 感  ①  学校と地域が協力し、子どもたちが地域のことを学びながら成長して

いると感じる  

 
②  一人ひとりの状況に応じた学びや支援が受けられ、安心して学校生活

を送れている  

 
③  I C T も活用しながら、子どもたちの学ぶ意欲や確かな学力が高まって

いる  

 
④  不登校やいじめについて相談できる場所があり、子どもに寄り添った

支援が行われている  

 
⑤  教員が子どもと向き合う時間が増え、学校教育がより充実したと感じ

る  
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分野別基本計画（案）〔総合計画掲載版〕  

４-２ 生涯学習  

 

専門部会での主な意見と対応  

専門部会での主な意見   市の対応・基本計画への反映  

・  社会教育活動の活性化  

→  

✅ 社会教育活動の実態把握を進めなが

ら、より活発な活動につながる仕組

みづくりを検討してまいります。  

  

社会教育関係団体については、登
録団体数だけでは実際の活動状況
が見えにくく、活動実態をより適
切に把握することが必要。また、
団体数だけでなく、活動内容や参
加状況なども含めて評価していく
視点も必要。 

 

・  子どもの居場所・学びの場づくり  

→  

✅ 子どもたちが安心して過ごせる居場

所づくりと、多様な学びの機会の充

実に取り組んでまいります。  

  

放課後に、子どもたちが安心して
過ごし、学ぶことができる居場所
づくりが重要。また、公民館や図
書 館 な ど の 社 会 教 育 施 設 を 活 用
し、多世代が交流できる場づくり
の検討を進めてほしい。 

 

・  
図書館における人口減少に対応した

取組 

→  

✅
現在行っている読書活動の支援に加

え、多様な主体と連携した読書活動

の支援を通じて、多くの人が図書に

親しみやすい環境づくりを進めてま

いります。  
  

図書館を取り巻く環境として、人
口減少による利用者の減少は避け
られず、今後は利用者の対象を広
げるなど、横断的な学習が必要。  

 

 

生涯 学 習の 現 状・ 課 題  ▶ ▶ ▶  生涯学習の“いま”  

1  ――― 現 状  ――― 

学 び の 支 援 と 人 が つ な が る 公 民 館 活 動 を 維 持

す る た め 、 市 民 が 利 用 し や す く 、 活 動 に 参 加

し や す い 環 境 整 備 が 求 め ら れ て い ま す 。  

――― 根 拠  ――― 

放 課 後 子 ど も 教 室 支 援 者 数  

R 5  1 0 9 名 + 1 団 体  

R 6   1 0 2 名  

R 7  1 0 3 名  

読 み 聞 か せ ボ ラ ン テ ィ ア 参 加 団 体 数  

R 5  5 団 体  

R 6  5 団 体  

R 7  5 団 体  

――― 課 題  ――― 

社 会 教 育 活 動 支 援 者 の 高 齢 化 が 進 ん で お り 、

今 後 担 い 手 不 足 の 解 決 に 向 け て 取 り 組 ん で い

か な け れ ば な ら な い 。  

→  

 地域の学びを支える担い手  

放課後子ども教室支援者数  

R 5 : 1 0 9 名 + 1 団体➠ R 7 : 1 0 3 名  

読み聞かせボランティア参加団体数  

R 5 : 5 団体➠ R 7 : 5 団体 

公民館活動や子どもたちの学びを支

える地域人材により、学びの支援が

継続されています。一方で、支援者

の高齢化や担い手不足が懸念される

こ と か ら 、 各 種 団 体 と 連 携 し な が

ら 、 地 域 の 学 び を 支 え る 人 材 の 確

保 ・ 育 成 に 取 り 組 む 必 要 が あ り ま

す。  

2  ――― 現 状  ――― 

学びの支援と人がつながる公民館活動を 維

持するため、市民が利用しやすく、活動 に

参 加 し や す い 環 境 整 備 が 求 め ら れ て い ま

す。  

 

→  

 学びの成果を生かす機会  

発表の場の提供数  

R 5 : 5 5 件➠ R 7 : 5 0 件  
社会教育関係団体登録数  

R 5 : 1 1 6 団体➠ R 7 : 1 1 8 団体  

 

――― 根 拠  ――― 

発表の場の提供数  

R 5  5 5 件  

R 6  5 1 件  

R 7  5 0 件  

社会教育関係団体登録数  

R 5  1 1 6 団体  

R 6  1 1 8 団体  

R 7  1 1 8 団体  

――― 課 題  ――― 

「学び」の成果を発揮する機会の提供に 努

めることで学びの世代間交流を促し文化 の

継承をしていく必要がある。  

社会教育関係団体の活動は維持され

ていますが、発表の場はやや減少し

ています。学びの成果を発揮する機

会を確保し、世代間交流や文化の継

承につなげるため、学習成果を地域

活動やまちづくりに生かす仕組みづ

くりが必要です。  

3  ――― 現 状  ――― 

情報化社会の進展やライフスタイルの変 容

に合った青少年期から高齢期にわたる世 代

に応じた教育支援が必要とされています。  

――― 根 拠  ――― 

講座等の動画アーカイブ数  

（当該年度増加数）  

R 5    5 本  

R 6   1 0 本 ( + 5 )  

R 7  1 2 本 ( + 2 )  

※動画閲覧総数（ R 7）  6 , 8 8 9  

 

講座等  

R 5      R 6      R 7  

幼児期   4 件    4 件     5 件  

学童期  1 2 件    9 件     6 件  

青年期   2 件    1 件     1 件  

成人期  1 1 件    1 0 件    1 0 件  

高齢期   7 件    6 件     6 件  

――― 課 題  ――― 

ライフステージに応じた学習機会の提供 、

いつでもどこでも学べる環境の提供を行 う

ことで公民館での学びの大切さを実感し て

もらうことにより公民館活動の活性化を 図

る必要がある。  

→  

 ライフステージに応じた学び  

講座等動画アーカイブ数  

R 5 : 5 本➠ R 7 : 1 2 本  

情報化社会の進展やライフスタイル

の変化により、世代に応じた学習機

会の提供が求められています。講座

等の動画アーカイブなど I C T を活用

しながら、誰もがいつでもどこでも

学べる環境づくりを進め、公民館活

動の活性化を図る必要があります。  

4  ――― 現 状  ――― 

市 民 の 読 書 活 動 を 支 援 す る た め 、 図 書 館

と 地 区 図 書 室 、 移 動 図 書 館 の ネ ッ ト ワ ー

ク シ ス テ ム を 構 築 し 、 利 用 者 の ニ ー ズ に

対 応 し た 情 報 や 資 料 等 の 収 集 、 提 供 を 実

施しています。 

――― 根 拠  ――― 

蔵 書 冊 数  
R 5  2 2 3 , 0 1 8  
R 6  2 1 9 , 7 5 0  
R 7  2 2 6 , 0 7 8  
 
貸 出 冊 数  
R 5  1 4 9 , 6 6 3  
R 6  1 5 4 , 4 1 7  
R 7  1 4 1 , 4 2 9  

→  

 図書館資料の充実  

蔵書冊数  

R 5 : 2 2 3 , 0 1 8 冊➠ R 7 : 2 2 6 , 0 7 8 冊  

貸出冊数  

R 5 : 1 4 9 , 6 6 3 冊➠ R 7 : 1 4 1 , 4 2 9 冊  

図書館と地区図書室、移動図書館の

ネットワークにより、利用者ニーズ

に応じた資料提供を進めています。

一方で、貸出冊数は減少しているこ

とから、電子書籍や多様な資料の充

実、情報発信により、市民の学びを

支える図書館サービスを強化する必

要があります。  
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――― 課 題  ――― 

情 報 化 社 会 や 来 館 困 難 者 に 対 応 し た 資 料

を充実させる必要があります。  

5  ――― 現 状  ――― 

ラ イ フ ス タ イ ル の 変 化 や メ デ ィ ア の 発 達

に よ り 図 書 館 の 利 用 者 が 減 少 し て お り 、

誰 も が 利 用 し や す い 図 書 館 の 環 境 整 備 が

求められています。 

 

――― 根 拠  ――― 

貸出者数 

R 5  4 4 , 1 9 8  

R 6  4 1 , 5 1 2   

R 7  3 8 , 7 5 8  

――― 課 題  ――― 

幼 少 期 か ら の 読 書 活 動 を 支 援 し 、 市 民 の

生 涯 に わ た る 読 書 活 動 の 機 会 を 創 出 す る

と と も に 、 積 極 的 に 情 報 を 発 信 し て い く

必 要 が あ り ま す 。 ま た 、 図 書 館 に 来 館 で

き な い 市 民 に 対 し て も 、 電 子 書 籍 の 導 入

や 移 動 図 書 館 の 効 率 的 運 用 を 通 じ て 、 読

書 機 会 の 平 等 な 提 供 を 図 る 必 要 が あ り ま

す。  

→  

 図書館利用者の減少  

貸出者数  

R 5 : 4 4 , 1 9 8 人➠ R 7 : 3 8 , 7 5 8 人  

ライフスタイルの変化やメディアの

発達により、図書館の貸出者数は減

少しています。幼少期からの読書活

動を支援するとともに、移動図書館

や電子書籍の活用により、誰もが読

書に親しめる環境を整備する必要が

あります。  

 

主要 施 策  ▶ ▶ ▶  生涯学習のチャレンジ  

1．  主体的・協働的な学びの推進  

( 1 )  
各種団体と連携した教育支援を進めるほか、各種研修会等を通して家庭教育支援者の

養成に努めます。  

( 2 )  「放課後子ども教室」など、子どもたちを地域で育むための支援に取り組みます。  

( 3 )  地域が主体となって推進する青少年健全育成活動の支援に努めます。  

2．  「むすび、つながる」公民館活動の充実  

( 1 )  学習の成果を発揮する機会の提供に努めます。  

( 2 )  各世代の交流やつながりが深まる学びの循環を図ります。  

( 3 )  

幼 児 か ら 高 齢 者 ま で 気 軽 に 集 え る 学 び の 拠 点 と な る 地 区 公 民 館 施 設 の 維 持 整 備 に 努

め、子どもの頃から各世代を通じて親しみ、継続的に利用される公民館づくりを推進

します。  

( 4 )  
生涯学習活動の中心となる社会教育関係団体の活動を支援し登録団体の増加に努めま

す。  

( 5 )  

地域を活性化していく人材育成や次代を担う子どもたちの豊かな心を育むための環境

を提供していく人材の育成のため、郷土を愛し、守るべき豊かな自然と伝統文化を次

代に継承するため地域の文化、歴史を学ぶ地域学習講座の充実に努めます。 

( 6 )  

市民が地域の歴史や文化を地域の人々とともに学び、その学びの成果を地域の魅力と

して外部に発信するなど、地域への新たな関わり方を模索し、地域からまちづくりへ

参加するきっかけとなる地域学習講座の充実に努めます。 

3．  ライフステージに応じた学習機会の提供  

( 1 )  

ライフステージに応じた多様な学習機会を提供し、「社会教育×子育て」、「社会教育

×健康」など、様々な分野と横断的連携を図ることで、より身近で課題解決に向けた

講座の充実に努めます。  

( 2 )  
各 種 講 座 の 提 供 に 際 し 、 Ｉ Ｃ Ｔ の 活 用 を 図 り 、 ど こ で も 学 べ る 環 境 づ く り に 努 め ま

す。  

( 3 )  講座等の開催日時を検証・検討し、ニーズに即した実施に努めます。  

( 4 )  各少年団（村上市健民少年団、緑の少年団）の活動・運営への支援に努めます。  

4．  学びを高める読書活動の推進  

( 1 )  
地域の課題解決や学びを支える情報を市民に等しく提供できるよう、多様な図書館の

蔵書や視聴覚教材を確保し、情報を発信します。  

( 2 )  

図書館を利用する機会の創出や提供サービスの充実に努めるとともに、多様な主体と

連携した読書活動の支援を通じて、市民が図書に親しみやすい環境づくりを推進しま

す。  

( 3 )  

「村上市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもの読書活動の重要性に対する市

民の意識啓発を図るとともに、学校や子育て支援施設と連携して、子どもたちが読み

聞かせなどをとおして幼少期から図書に触れ、自発的に読書に親しむ機会を提供でき

る環境整備を推進します。  
 

みんなでできること  

・公民館や講座、地域学習に参加し、学んだことを生活や地域活動に生かす  

・得意分野や経験を生かして、子どもの学びや地域活動を支える  

・世代を超えた交流や社会教育関係団体の活動に参加する  

・図書館や地区図書室、移動図書館を活用し、家族で読書に親しむ  

・講座や活動の情報を家族や友人、地域の人と共有する  

 

成果 指 標  ▶ ▶ ▶  生涯学習の目標  

項 目  現 状 値 （ R 7 ）  目 標 値 （ R 1 3 ）  

講 座 等 動 画 ア ー カ イ ブ 数 （ 公

開累計数）  
1 2 件／累計  2 9 件／累計  

社会教育関係団体登録数  1 1 8 団体  1 3 0 団体  

市民 1 人当たりの図書貸出点

数（平均）  
2 . 7 冊  3 . 0 冊  

 

関連する個別計画  

■第４次村上市教育基本計画  

■第３次村上市子ども読書活動推進計画  

 

将来 像 ・政 策 方針  ▶ ▶ ▶  生涯学習の将来像、市民の実感  

将 来 像  市民が気軽に集い、生涯を通じて多様な学びと成果を活かせるまち  

政 策 方 針  ・  
学習の場・機会の充実や情報提供に努め、時代とともに変化する多様な価値観

やライフステージに応じた学習環境づくりを推進します。  

 ・  学習で得た知識や技術を発揮・活用できる取組や地域づくりを進めます。  

 ・  
学ぶ意欲を持つすべての市民に情報が提供できるよう、多様な図書館資料の確

保や環境整備を推進します。  

市 ⺠ の 実 感  ①  自分に合う学びを見つけやすくなった  

 ②  公民館などが世代を超えた交流の場になった  

 ③  学びを地域活動に生かせるようになった  

 ④  どこに住んでいても読書を楽しめるようになった  

 ⑤  学びを通じた新しいつながりが増えた  
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分野別基本計画（案）〔総合計画掲載版〕  

４-３ 文化芸術  

 

専門部会での主な意見と対応  

専門部会での主な意見   市の対応・基本計画への反映  

・  
地域活動・伝統行事の担い手確保・

継承  

→  

✅
地域活動や伝統行事は地域のつなが

りを支える重要な資源であると認識

しており、継承に向けた支援や環境

づくりを進めてまいります。    

地域活動や祭りなどにおいて担い

手不足が進んでおり、次世代への

継承に向けた取組が必要。 

 

・  文化財や史跡の保存と活用  

→  

✅ 文化財や史跡の保存・継承を進める

とともに、その価値を広く発信し、

活用につなげてまいります。  

  

村上市には歴史的建造物はじめ史

跡など多くの貴重な資源があるこ

とから、適切に保存しながら、地

域の魅力として活かしていくこと

が重要。 

 

・  発表・鑑賞機会の充実 

 

✅ 多様な世代が文化芸術に親しみ、参

加できる環境づくりを進めてまいり

ます。   

市民が文化芸術に触れる機会や、

日頃の活動成果を発表できる場の

充実が必要。 

 

・  文化芸術による地域活性化  

→  

✅ 文化芸術を地域の魅力向上や賑わい

創出につなげる視点を持ちながら、

施策を進めてまいります。  
  

文化芸術は、心の豊かさを育むだ

けでなく、交流人口の拡大や地域

活性化にもつながる重要な資源で

ある  

 

 

文化 芸 術の 現 状・ 課 題  ▶ ▶ ▶  文化芸術の“いま”  

1  ――― 現 状  ――― 

ライフスタイルの変化や文化芸術に

触れる機会の減少により、文化芸術

活動に親しむ人が減り、関心度も低

下しています。 

――― 根 拠  ――― 

市展出品者数  

R 5 : 8 3 人➠ R 7 : 8 1 人  

市展観覧者数  

R 5 : 1 , 6 4 0 人➠ R 7 : 1 , 4 7 6 人  

――― 課 題  ――― 

芸 術 文 化 の 関 心 度 を 高 め る と と も

に、芸術文化活動の担い手育成を支

援する必要があります。  

→  

 文化芸術活動への関心低下  

市展出品者数  

R 5 : 8 3 人➠ R 7 : 8 1 人  

市展観覧者数  

R 5 : 1 , 6 4 0 人➠ R 7 : 1 , 4 7 6 人  

ライフスタイルの変化や文化芸術に

触れる機会の減少により、市展の出

品 者 数 や 観 覧 者 数 が 減 少 し て い ま

す。文化芸術への関心を高めるとと

もに、鑑賞機会や発表機会を充実さ

せ、文化芸術活動の担い手育成を支

援する必要があります。  

2  ――― 現 状  ――― 

文化財所有者や保存団体の高齢化や構

成員の減少が進んでいます。 

 

――― 根 拠  ――― 

平林城跡保存会会員数  

R 5 : 8 1 人➠ R 7 : 5 2 人  

――― 課 題  ――― 

文化財の保存・管理について所有者や

保存団体を支援する必要があります。  

→  

 文化財保存団体の担い手減少  

平林城跡保存会会員数  

R 5 : 8 1 人➠ R 7 : 5 2 人  

 

文 化 財 所 有 者 や 保 存 団 体 の 高 齢 化 、 構

成 員 の 減 少 が 進 ん で い ま す 。 文 化 財 を

適 切 に 保 存 ・ 活 用 し て い く た め 、 所 有

者 や 保 存 団 体 と 課 題 を 共 有 し 、 保 存 ・

修 理 ・ 維 持 管 理 等 へ の 支 援 を 継 続 す る

必要があります。  

3  ――― 現 状  ――― 

無形民俗文化財の後継者が減少してい

ます。  

――― 根 拠  ――― 

村上祭の屋台曳き廻し参加者数  

R 6 : 1 , 8 1 0 人➠ R 7 : 1 , 7 8 0 人  

――― 課 題  ――― 

無形民俗文化財の後継者育成を支援す

る必要があります。  

→  

 無形民俗文化財の継承  

村上祭の屋台曳き廻し参加者数  

R 6 : 1 , 8 1 0 人➠ R 7 : 1 , 7 8 0 人  

無形民俗文化財の後継者が減少して

おり、地域の祭りや伝統行事の継承

が課題となっています。関係団体と

地域課題を共有し、外部からの参加

者 を 増 や す 取 組 や 情 報 発 信 を 通 じ

て、無形民俗文化財の保存・活用を

進める必要があります。  

4  ――― 現 状  ――― 

歴史的建造物の空き家化や老朽化が進

み、取り壊される事例があります。 

――― 根 拠  ――― 

歴史的建造物取り壊し棟数  

H 2 7➠ R 4 : 1 0 棟  

――― 課 題  ――― 

文化財的価値を有する歴史的建造物が

残 る 町 並 み を 保 存 す る 必 要 が あ り ま

す。  

→  

 歴史的建造物の保存  

歴史的建造物取り壊し棟数  

H 2 7➠ R 4 : 1 0 棟  

歴史的建造物の空き家化や老朽化に

より、取り壊される事例が生じてい

ます。文化財的価値を有する町並み

を次世代へ継承するため、伝統的建

造物群の保存や空き家対策との連携

により、歴史的建造物が残る町並み

の保存を進める必要があります。  

5  ――― 現 状  ――― 

史跡整備に時間を要しており、来訪者

の史跡理解が進んでいません。 

――― 根 拠  ――― 

整備完了予定  

平林城跡: R 1 1  

村上城跡黒門: R 1 5  

山元遺跡: R 1 6  

――― 課 題  ――― 

史跡整備を計画的に進めつつも、来訪

者の史跡理解度を高める必要がありま

す。 

 

 

→  

 史跡整備と理解促進  

整備完了予定  

平林城跡: R 1 1  

村上城跡黒門: R 1 5  

山元遺跡: R 1 6  

史跡整備には長期間を要しており、

来訪者の史跡理解が十分に進んでい

ない状況です。整備計画に基づき事

業を進めるとともに、現地説明会や

講演会、情報発信を通じて、市民や

来訪者の理解と郷土への誇りを高め

る必要があります。  
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主要 施 策  ▶ ▶ ▶  文化芸術のチャレンジ  

1．  文化芸術活動支援の推進  

( 1 )  

市美術展覧会（市展）や音楽会の開催、県立近代美術館巡回ミュージアムの

誘致など、魅力ある文化芸術の鑑賞機会を創出し、文化芸術作品創作活動の

意欲向上を図ります。市展同時開催のＰＴＡ児童絵画展や文化展において学

校教育との連携を強化して人材の育成に努めます。  

( 2 )  
美術協会と連携して絵画教室等を開催することにより、文化芸術作品創作者

の育成を支援するとともに、作品発表の場を創出します。  

2．  文化財の保存・活用の推進  

( 1 )  

「村上市文化財保存活用地域計画」に基づいて有形・無形・民俗等文化財全

般を適切に保存・活用するための事業を計画的に実施し、活用については観

光部局との連携を強化します。また、村上市文化財保存活用地域計画協議会

において事業の進捗管理を行います。  

( 2 )  

指定文化財の所有者・保存団体や関係機関と課題を共有し解決策を探りま

す。また、保存・修理・維持管理等に対しては補助金等を交付し、文化財所

有者及び保存団体への支援を行います。  

3．  無形民俗文化財の保存・活用の推進  

( 1 )  

ユ ネ ス コ 無 形 文 化 遺 産 「 村 上 祭 の 屋 台 行 事 」、 北 前 船 日 本 遺 産 構 成 文 化 財

「瀬波祭」「岩船祭」の安全な屋台運行及び外部からの参加者を増やす取組

を支援します。  

( 2 )  
無形民俗文化財における地域課題を関係団体と共有することで、無形民俗文

化財の保存と継承に努めます。  

( 3 )  

ＳＮＳによる情報発信、各種講演会の開催等で文化財に触れる・学ぶ機会を

充実することにより、文化財に対する関心を向上させ、保存への理解を促し

ます。  

4．  伝統的建造物群の保存・活用の推進  

( 1 )  

伝統的建造物群保存対策調査で文化財的価値が高いとされた「庄内町、小町

及び大町地内の出羽街道沿い」において、重要伝統的建造物群保存地区選定

などにより古い町並みを残さなければならないという住民の機運を醸成する

取組を実施するとともに、空き家対策事業と連携することにより、歴史的建

造物が残る町並みの保存を推進します。  

5．  史跡の保存・活用の推進  

( 1 )  整備計画に基づいて事業を進め、各史跡の整備進捗状況を公表します。  

( 2 )  

保存活用計画に基づき史跡を適切に保存するとともに、現地説明会や講演会

の開催や史跡の情報を発信することにより市民の史跡への理解と郷土の誇り

の醸成を図ります。  
 

みんなでできること  

・文化芸術を鑑賞・創作し、展覧会や音楽会、講座などに参加する  

・地域の祭りや伝統行事に参加し、次世代への継承に協力する  

・身近な文化財や歴史的建造物について学び、大切にする  

・文化財保存団体や文化芸術活動、ボランティアをできる範囲で支える  

・地域の歴史・文化の魅力を S N S や口コミで発信する  

 

成果 指 標  ▶ ▶ ▶  文化芸術の目標  

項 目  現 状 値 （ R 7 ）  目 標 値 （ R 1 3 ）  

市美術展覧会入館者数  1 , 4 7 6 人／回  1 , 5 0 0 人／回  

講座・講演会等の開催数  1 2 回／年  1 5 回／年  

講座・講演会等の参加者数  4 2 6 人  6 0 0 人  
 

関連する個別計画  

■村上市文化財保存活用地域計画  

■史跡村上城跡保存活用計画  

■史跡山元遺跡保存活用計画  
 

将 来 像 ・ 政 策 方 針  ▶ ▶ ▶  文化芸術の将来像、市民の実感  

将 来 像  文化芸術に親しみ、歴史や文化財の魅力あふれるまち  

政 策 方 針  ・  誰もが気軽に文化芸術に触れ合える環境整備に努めます。  

 ・  

市民が地元の歴史・文化財に誇りが持てる、また、市外から村上に来

てみたいと思わせる歴史・文化財の魅力の磨き上げと発信を推進しま

す。  

市 ⺠ の 実 感  ①  身近な場所で文化芸術に触れ、鑑賞や創作を楽しむ機会が増えた  

 ②  
地域の祭りや伝統行事に若い世代や地域外の人も参加し、受け継

がれていると感じる  

 ③  
歴史的な町並みや文化財が守られ、地域の魅力として大切にされ

ている  

 ④  地域の歴史や史跡を学ぶ機会が増え、村上への誇りが深まった  

 ⑤  
村上の文化や歴史を目当てに訪れる人が増え、地域に活気が生ま

れている  
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分野別基本計画（案）〔総合計画掲載版〕  

４-４ スポーツ  

 

専門部会での主な意見と対応  

専門部会での主な意見   市の対応・基本計画への反映  

・  スポーツ活動の担い手確保・継続  

→  

✅ スポーツ活動の継続には担い手確保

が重要であると認識しており、関係

団体と連携しながら持続可能な体制

づくりを進めてまいります。    

スポーツ活動を支える指導者や運

営人材の高齢化、担い手不足が進

んでおり、活動継続に向けた体制

づくりが重要  

 

・  子どものスポーツ環境の充実  

→  

✅ 子どもたちが安心してスポーツに取

り 組 め る 環 境 整 備 を 進 め る と と も

に、スポーツを通じた健やかな成長

を支えてまいります。    

少子化が進む中でも、子どもたち

が継続してスポーツに親しめる環

境づくりや、多様なスポーツに触

れられる機会の確保が重要  

 

・  スポーツを通じた地域活性化  

→  

✅ スポーツを通じた交流や地域の賑わ

い創出につながる取組を進めてまい

ります。  
  

ス ポ ー ツ は 健 康 づ く り だ け で な

く、交流人口の拡大や地域の活性

化にもつながる重要な分野である

ため、注力してほしい。  

 

 

ス ポ ー ツ の 現 状 ・ 課 題  ▶ ▶ ▶  スポーツの“いま”  

1  ――― 現 状  ――― 

① ラ イ フ ス タ イ ル の 多 様 化 や 時 間 的 ・ 経

済 的 制 約 な ど の 影 響 に よ り 、 日 常 的 に 運

動 ・ ス ポ ー ツ に 取 り 組 む 人 と 、 全 く 実 施

しない人との二極化が進行しています。 

② 多 様 化 ・ 高 度 化 す る 地 域 住 民 の ニ ー ズ

に 対 応 し た ス ポ ー ツ 環 境 の 確 保 ・ 拡 充 が

求 め ら れ て い ま す 。 総 合 型 地 域 ス ポ ー ツ

ク ラ ブ は 地 域 に お け る ス ポ ー ツ 活 動 の 基

盤 と し て 、 体 育 施 設 の 維 持 管 理 に 加 え 、

地 域 の 実 情 に 応 じ た 多 様 な ス ポ ー ツ 教 室

や健康づくり事業を展開しています。 

――― 根 拠  ――― 

スポーツ施設・学校体育施設利用者数  

R 6 : 3 9 0 , 8 9 8 人➠ R 7 : 3 6 4 , 9 8 0 人  

総合型地域スポーツクラブ事業参加者数  

R 6 : 5 3 , 2 5 6 人➠ R 7 : 4 9 , 0 0 1 人  

――― 課 題  ――― 

誰 も が 継 続 的 に ス ポ ー ツ に 親 し む こ と が

で き る 環 境 づ く り と 機 会 の 創 出 を 推 進 す

る必要があります。 

 

 

→  

スポーツ実施の二極化と 

地域スポーツ活動の基盤 

スポーツ施設・学校体育施設利用者

数  

R 6 : 3 9 0 , 8 9 8 人➠ R 7 : 3 6 4 , 9 8 0 人  

総合型地域スポーツクラブ事業参加

者数  

R 6 : 5 3 , 2 5 6 人➠ R 7 : 4 9 , 0 0 1 人  

ライフスタイルの多様化や時間的・

経済的制約により、日常的に運動・

スポーツに取り組む人と、全く実施

し な い 人 と の 二 極 化 が 進 ん で い ま

す。誰もが継続的にスポーツに親し

めるよう、ライフステージに応じた

機会の創出と環境づくりを進める必

要があります。  

2  ――― 現 状  ―――  

学 校 部 活 動 の 地 域 展 開 に 伴 い 、 認 定 地

域 ク ラ ブ 活 動 が 開 始 さ れ 、 総 合 型 地 域

ス ポ ー ツ ク ラ ブ が 活 動 の 運 営 団 体 と し

ての中心的な役割を担っています。 

――― 根 拠  ――― 

認定地域クラブ団体数  

R 8 : 2 6 団体  

――― 課 題  ――― 

学 校 部 活 動 の 地 域 展 開 に 伴 い 、 子 ど も

た ち が 安 心 し て 多 様 な ス ポ ー ツ に 取 り

組 め る よ う 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 継 続

的 な 指 導 体 制 の 構 築 と 、 実 施 主 体 と な

る指導者の確保が必要です。  

→  

 部活動の地域展開と指導体制  

認定地域クラブ団体数  

R 8 : 2 6 団体  

学校部活動の地域展開に伴い、認定

地域クラブ活動が開始され、総合型

地域スポーツクラブが中心的な役割

を担っています。子どもたちが安心

して多様なスポーツに取り組めるよ

う、継続的な指導体制の構築と指導

者の確保が必要です。  

3  ――― 現 状  ――― 

競 技 力 の 向 上 に 取 り 組 ん で い る ほ か 、

村 上 市 ス ケ ー ト パ ー ク で は 、 ト ッ プ ア

ス リ ー ト の 練 習 拠 点 と し て 、 ジ ュ ニ ア

選手の育成・強化を行っています。 

――― 根 拠  ――― 

初 心 者 体 験 教 室 ・ ミ ド ル ス ク ー ル 参 加

者数 

R 6 : 2 , 8 4 7 人➠ R 7 : 2 , 5 4 6 人  

――― 課 題  ――― 

村 上 市 ス ケ ー ト パ ー ク で は 、 大 会 ・ 合

宿 を 継 続 的 に 誘 致 す る 体 制 づ く り を 観

光 等 と 連 携 し 取 り 組 む 必 要 が あ る ほ

か 、 全 天 候 型 の 屋 内 施 設 で あ る 強 み を

生 か し た 質 の 高 い 育 成 環 境 の 継 続 ・ 強

化が求められています。 

 

→  

 競技スポーツとスケートパーク活

用  

初心者体験教室・ミドルスクール参

加者数  

R 6 : 2 , 8 4 7 人➠ R 7 : 2 , 5 4 6 人  

村上市スケートパークでは、トップ

アスリートの練習拠点として、ジュ

ニア選手の育成・強化に取り組んで

います。全天候型屋内施設の強みを

生かし、大会・合宿誘致やスポーツ

ツーリズムと連携しながら、質の高

い育成環境を継続・強化する必要が

あります。  

4  ――― 現 状  ――― 

市 民 の 健 康 増 進 や 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ ー

の 活 性 化 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て き た

社 会 体 育 施 設 の 多 く で 、 老 朽 化 が 進 行

しています。 

 

――― 根 拠  ――― 

整備後 3 0 年以上のスポーツ施設 

※廃止施設除く 

8 5％  

――― 課 題  ――― 

老 朽 化 し た 施 設 を 全 て 維 持 す る こ と は

不 可 能 で あ る こ と か ら 、 人 口 減 少 社 会

に あ っ た 持 続 可 能 な 施 設 体 系 へ の 転 換

が必要となっています。 

 

→  

 スポーツ施設の老朽化  

整備後 3 0 年以上のスポーツ施設  

8 5％  

市民の健康増進や地域コミュニティ

の活性化を支えてきた社会体育施設

の多くで老朽化が進んでいます。す

べての施設を維持することは困難で

あることから、利用実態や地域ニー

ズを踏まえ、持続可能な施設体系へ

の転換を進める必要があります。  
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主要 施 策  ▶ ▶ ▶  スポーツのチャレンジ  

1．  生涯スポーツの推進  

( 1 )  

保健医療課、介護高齢課、総合型地域スポーツクラブ等の関係団体と連携しウォ

ーキングや軽運動など日常生活に取り入れやすいスポーツ機会の充実を図り、生

涯にわたる運動習慣の定着による健康づくりを推進します。  

( 2 )  

幼児期から高齢期まで、ライフステージに応じた多様なスポーツ機会の提供に努

め る ほ か 、 障 が い が あ る 人 が 参 加 し や す い プ ロ グ ラ ム や 環 境 づ く り を 推 進 し ま

す。  

( 3 )  
認定地域クラブ活動については、総合型地域スポーツクラブを中心とした持続可

能な運営体制の構築と多様なスポーツ活動ができる環境の確保を図ります。  

2．  競技スポーツの推進  

( 1 )  
指導者の資質向上を図るための養成・研修機会の充実に取り組むとともに、継続

的に活動できる環境整備を推進します。  

( 2 )  

村上市スケートパークでは、全てのカテゴリの選手を対象とした質の高い育成環

境の提供に努めるとともに、大会・合宿を誘致しスポーツツーリズムを推進しま

す。  

( 3 )  
市民が高度なスポーツに触れる機会を確保しながら、将来を担うアスリートの育

成・支援を推進します。  

3．  スポーツ環境の整備・充実  

( 1 )  
利用実態に応じた施設の適正配置を図るとともに、「スポーツ施設整備計画」に基

づき、安全性と利便性の向上に向けた計画的な修繕・更新を推進します。  

( 2 )  
総合的なスポーツ振興を推進するため、関係団体の連携強化を図るとともに、持

続可能なスポーツ推進体制の整備に努めます。  

( 3 )  
自然環境などの地域資源を活かし、既存施設に依存しない多様なスポーツ活動の

場の創出と充実を図ります。  
 

みんなでできること  

・ウォーキングや軽運動など、自分に合った運動を日常生活に取り入れる  

・スポーツ教室や地域クラブ、大会などに参加し、選手や活動を応援する  

・指導や運営など、得意なことを生かして地域スポーツを支える  

・年齢や障がいの有無にかかわらず、互いにスポーツを楽しめる環境づくりに協力する  

・スポーツ施設をルールを守って安全に利用し、大切に使う  

 

成果 指 標  ▶ ▶ ▶  スポーツの目標  

項 目  現 状 値 （ R 7 ）  目 標 値 （ R 1 3 ）  

スポーツ施設・学校体育施

設利用者数  
3 6 4 , 9 8 0 人  3 7 6 , 0 0 0 人  

総合型地域スポーツクラブ

事業参加者数  
4 9 , 0 0 1 人  6 5 , 0 0 0 人  

全国大会の出場者数  1 0 4 人  1 4 0 人  
 

関連する個別計画  

■第４次村上市教育基本計画  

■第３期村上市スポーツ施設整備計画  

 

将来 像 ・政 策 方針  ▶ ▶ ▶  スポーツの将来像、市民の実感  

将 来 像  誰もがスポーツを楽しみ、心身ともに健康で、いきいきと輝く生涯スポ

ーツのまち  

政 策 方 針  ・  市民一人ひとりが生涯にわたりスポーツや運動に親しみ、健康でいき

いきと暮らせる環境、機会の創出を図り、スポーツ人口の増加と実施

率の向上に努めます。  

 ・  競技スポーツの振興を図るため、指導者の確保及び資質向上を推進す

るとともに各種大会の誘致・開催等に取り組みます。  

 ・  既存スポーツ施設の計画的な長寿命化と、地域ニーズに応じた効率的

な配置による持続可能な施設環境の形成に努めます。  

市 ⺠ の 実 感  ①  身近な場所で、自分の体力や生活に合った運動を続けやすくなっ

た  

 ②  子どもたちが地域クラブで多様なスポーツを安心して楽しめるよ

うになった  

 ③  年齢や障がいの有無にかかわらず、一緒にスポーツを楽しむ機会

が増えた  

 ④  大会や合宿、トップアスリートに触れる機会が増え、地域に活気

と誇りが生まれている  

 ⑤  スポーツ施設が安全で利用しやすく、安心して活動できると感じ

る  
 


